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設
業
に
入
れ
ば
二
日
休
め
る
と
い
う
状
況
に
な
る
よ
う

努
力
し
た
い
」
と
全
面
サ
ポ
ー
ト
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。

　

休
日
拡
大
の
促
進
に
向
け
、
日
建
連
が
必
要
性
を
主

張
し
た
加
点
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
対
し
て
は
、

各
地
方
整
備
局
等
か
ら
達
成
し
た
場
合
は
工
事
成
績
評

定
で
加
点
措
置
を
講
じ
る
と
い
っ
た
方
針
が
示
さ
れ
た
。

「
ま
ず
は
慣
れ
て
も
ら
う
」。
企
業
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
各
地
方
整
備

局
と
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取

組
み
の
推
進
に
意
欲
を
見
せ
た
。

　

各
会
場
で
は
整
備
局
等
か
ら
、
休
日
拡
大
の
前
提
と

な
る
適
切
な
工
期
設
定
や
、
書
類
の
簡
素
化
に
前
向
き

に
対
応
す
る
意
見
も
多
く
出
さ
れ
た
。
適
切
な
工
期
の

確
保
に
つ
い
て
は
日
建
連
が
、
迅
速
な
現
場
対
応
を
可

能
に
し
、
円
滑
な
施
工
と
工
程
遅
延
の
予
防
等
に
効
果

を
発
揮
す
る
「
工
事
工
程
の
共
同
管
理
」
を
提
案
。
全

会
場
で
自
由
討
議
の
進
行
役
を
務
め
た
小
原
好
一
理

事
・
土
木
本
部
副
本
部
長
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
レ
ベ
ル
ま
で
高
度
化
を
目
指
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
」
と
し
、〝
共
有
か
ら
共
同
管
理
へ
の
進
化
〞
を

呼
び
か
け
た
。

　

共
有
か
ら
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
前
向

き
な
姿
勢
を
示
す
整
備
局
も
あ
っ
た
。
北
陸
地
方
整
備

局
は
、
二
十
九
年
度
か
ら
工
事
円
滑
化
推
進
会
議
の
施

工
条
件
確
認
、
工
程
調
整
両
部
会
の
開
催
を
原
則
化
し
、

受
発
注
者
間
の
工
程
共
有
体
制
を
よ
り
一
層
強
化
す
る

方
針
を
表
明
。
東
北
地
方
整
備
局
は
、
復
興
道
路
等
で

活
用
し
て
い
る
事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｃ
Ｍ
を
参
考
に
し

な
が
ら
「
工
程
管
理
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。
工
事
工
程
の
共
有
に
つ

い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
受
注
者
も
多
く
、

適
正
工
期
を
め
ぐ
る
受
発
注
者
双
方
の
歩
み
寄
り
は
今

後
さ
ら
に
加
速
し
そ
う
だ
。

　

生
産
性
向
上
で
は
、
日
建
連
側
が
会
員
の
具
体
的
な

好
事
例
を
交
え
な
が
ら
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
（
Ｐ
Ｃ
ａ
）
の

導
入
促
進
を
要
請
し
た
。「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
だ
け
で

二
〇
％
の
生
産
性
向
上
は
厳
し
い
」
と
し
た
上
で
、
品

質
や
安
全
面
で
の
優
位
性
を
強
調
し
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
や
早
期
供
用
と
い
っ
た
効
果
も
考
慮
し
た
上

で
の
導
入
促
進
を
訴
え
た
。
発
注
者
側
は
早
期
供
用
の

メ
リ
ッ
ト
等
に
一
定
の
理
解
を
示
し
、「
周
辺
へ
の
影

響
や
現
場
条
件
と
い
っ
た
本
体
工
事
以
外
の
要
素
も
考

え
な
が
ら
、
積
極
的
な
採
用
を
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
前
向
き
な
回
答
も
あ
っ
た
。

　

最
終
日
と
な
る
六
月
十
二
日
の
九
州
地
区
で
会
見
し

た
宮
本
土
木
本
部
長
は
、「
例
年
以
上
に
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
実
感
で
き
た
。
各
局
長
か
ら
の
『
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
会
だ
っ
た
』
と
い
う
言
葉
が
最
大
の
成
果

だ
と
思
う
」
と
振
り
返
っ
た
。
整
備
局
側
か
ら
は
「
筋

書
き
の
な
い
意
見
交
換
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
声
も
聞

か
れ
、
受
発
注
者
双
方
が
信
頼
関
係
の
下
、
共
通
の
目

標
達
成
に
向
け
て
〝
本
音
を
ぶ
つ
け
合
う
〞
ス
タ
イ
ル

は
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　

今
年
は
支
部
主
催
に
よ
る
八
地
区
の
懇
親
会
す
べ
て

に
け
ん
せ
つ
小
町
が
出
席
し
た
の
も
大
き
な
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
小
町
の
参
加
人
数
は
計
約
二
四
〇
人
。

最
多
の
七
二
人
が
出
席
し
た
東
北
地
区
で
乾
杯
前
に
あ

い
さ
つ
し
た
宮
本
土
木
本
部
長
は
「
の
ち
ほ
ど
ご
挨
拶

に
伺
い
ま
す
の
で
七
二
枚
の
名
刺
の
ご
用
意
を
」
と
会

場
を
沸
か
せ
、「
小
町
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
は
、
若
い
人
に
魅
力
の
あ
る
職
場
に

変
わ
る
こ
と
」
と
、
さ
ら
な
る
女
性
の
活
躍
推
進
と
他

産
業
に
負
け
な
い
業
界
へ
の
飛
躍
に
強
い
決
意
を
に
じ

ま
せ
た
。

　

会
見
で
は
、「
来
年
は
意
見
交
換
会
で
小
町
の
発
言

機
会
を
設
け
る
こ
と
も
含
め
て
検
討
し
た
い
」
と
本
部

長
私
案
を
披
露
し
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
新
た

な
仕
掛
け
づ
く
り
に
意
欲
を
見
せ
た
。
個
人
的
に
は
私

案
の
実
現
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

今
回
、
初
め
て
全
地
区
の
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
が
、
全
国
津
々
浦
々
へ
の
移
動
は
想
像
以
上
に
気
力
、

体
力
を
消
耗
さ
せ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
過
密
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
合
間
を
縫
っ
て
、「
全
国
ツ
ア
ー
」
に
フ
ル
参

加
し
た
日
建
連
幹
部
の
〝
超
人
ぶ
り
〞
に
は
頭
が
下
が

る
。
懇
親
会
等
で
疲
れ
を
見
せ
ず
に
記
者
の
質
問
に
快

く
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
幹
部
と
、
約
一
カ
月
に
わ
た

っ
て
円
滑
な
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
本
部
事
務
局
、

会
場
設
営
や
懇
親
会
の
準
備
に
汗
を
流
さ
れ
た
支
部
の

方
々
に
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

五
月
十
一
日
の
関
東
地
区
か
ら
六
月
十
二
日
の
九
州

地
区
ま
で
、
約
一
カ
月
に
わ
た
っ
て
全
国
九
地
区
で
開

か
れ
た
日
本
建
設
業
連
合
会
（
日
建
連
）
と
国
土
交
通

省
各
地
方
整
備
局
等
に
よ
る
、
平
成
二
十
九
年
度
の

「
公
共
工
事
の
諸
課
題
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
が
全

日
程
を
終
え
た
。
政
府
が
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を

建
設
業
に
も
適
用
す
る
方
針
を
固
め
る
等
、
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
各
会
場

で
は
「
働
き
方
改
革
」
の
実
現
に
向
け
、
受
発
注
者
が

本
音
を
交
え
て
意
見
を
交
わ
し
た
。「
受
発
注
者
の
目

指
す
方
向
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
」。
大
西
亘
関
東
地
方
整
備
局
長
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
、
双
方
は
課
題
に
対
し
て
共
通
の
基
本
認
識
を
持
っ

て
い
る
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
建
設
技
能
者
の
高

齢
化
を
背
景
と
し
た
担
い
手
確
保
、
週
休
二
日
実
現
の

原
資
と
な
る
生
産
性
向
上
等
、
直
面
す
る
課
題
解
決
に

向
け
、
受
発
注
者
間
の
相
互
理
解
が
大
き
く
前
進
し
た

意
見
交
換
会
を
振
り
返
る
。

　

日
建
連
は
今
回
の
意
見
交
換
会
の
提
案
テ
ー
マ
と
し

て
、
▽
社
会
資
本
整
備
の
進
め
方
▽
担
い
手
確
保
へ
の

取
組
み
▽
生
産
性
の
向
上
▽
公
共
建
築
工
事
に
係
る
課

題
│
の
四
つ
を
設
定
。
自
由
討
議
で
は
、
適
切
な
工

期
の
確
保
、
休
日
の
拡
大
、
業
務
の
効
率
化
推
進
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
集
中
的
に
意

見
を
交
わ
し
た
。

　

日
建
連
が
働
き
方
改
革
の
「
一
丁
目
一
番
地
」
に
位

置
付
け
る
週
休
二
日
に
つ
い
て
、
宮
本
洋
一
副
会
長
・

土
木
本
部
長
は
各
地
区
で
、「
担
い
手
確
保
に
向
け
て

避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
推
進
本
部
を
設
置

し
て
強
い
決
意
で
活
動
を
開
始
し
た
。
発
注
者
と
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
土

日
の
休
み
を
ベ
ー
ス
と
し
た
休
日
拡
大
の
必
要
性
を
強

調
し
続
け
た
。

　

週
休
二
日
に
対
し
て
は
、
各
整
備
局
も
積
極
的
な
モ

デ
ル
工
事
の
試
行
等
に
よ
っ
て
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
方
針
を
示
し
た
。
大
西
局
長
は
、「
週
休
二
日
は

建
設
業
に
若
者
を
引
き
寄
せ
る
た
め
の
必
須
ア
イ
テ
ム

だ
と
認
識
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、「
結
果
を
出
す
」

た
め
の
取
組
み
を
加
速
す
る
考
え
を
表
明
し
た
。
ま
た
、

池
田
豊
人
近
畿
地
方
整
備
局
長
は
、「
数
年
後
に
は
建

官
民
一
体
で
週
休
二
日
実
現

共
有
か
ら「
共
同
管
理
」へ

平
成
二
十
九
年
度

意
見
交
換
会
を
振
り
返
る

同
行
記
者
取
材
記
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